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夏の暑さはピークを越え、秋の気配が色濃くなってきました。同時に
暑さに負けず頑張っていた牛にも疲れが出る季節となってきています。
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👉２ 生乳への抗菌性物質残留事故にも注意！

👉１ サルモネラ症に注意！

★ 農場・牛舎への侵入防止
農場出入り口で車両を消毒！
牛舎ごとに長靴交換または踏込消毒槽を設置！
導入牛は一定期間隔離し健康観察！
野生動物や野鳥の侵入防止（防鳥ネット等）！

★ 農場内での感染防止
餌槽・水槽などの洗浄、消毒を徹底！
十分な初乳の給与で子牛の免疫を強化！

★ 発症牛の早期発見、隔離、治療
・ 発熱、下痢、血便、乳量激減、呼吸器症状などが
みられたらすぐに隔離し、獣医師に連絡！

★ 整腸剤やカビ吸着剤の積極的な利用
・ ルーメン環境を整えることで、免疫力をアップ！

対策のポイント
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特に注意が必要な牛（抵抗力が低下気味の牛）

乳
用
牛

・暑い時期に乾乳～分娩を迎えた牛
・暑い時期に泌乳量の多かった牛

肉
用
牛

・子牛
・素牛などの導入牛

昨年次発生した本症22件のうち、11件が９月以降に発生しています！

令和６年７月、今年度２例目の残留事故が発生しました。秋の収穫期
は残留事故の発生が増加する傾向にあります。忙しい時こそ治療牛をよ
く確認し、事故防止に努めましょう！


